
第４学年 総合的な学習の時間 学習指導案（障がい者の人権） 
 

児童の実態 
・昨年度は,「高齢者と共に生きよう」をテーマに,高齢者についての調べ学習や「高齢者疑似体験」,地域の高齢者とのふれあい
などを通して,高齢者を身近な存在として捉えながらも,高齢者は単に支援が必要な弱者であるのか,高齢になるまでにどんな
生き方や経験をしてきたのかなど,相手の立場になって考えたり,見方や考え方を変容させたりしてきた。 
・今年度は,総合的な学習の時間の授業開き（第１～２次）で,「ぐぅ・ちょき・ぱぁ～みんなで学ぶ「ふくし」～」（社会福祉法人 岐阜
市社会福祉協議会（以下,市社協）・岐阜市ボランティアセンター,H２８年１０月）の「みんなのまちはどんなまち？（ｐ.１～２）」を使
って,岐阜市にはどんな人が生活しているのか,特定の人が不便を感じている場面はないかについて考える活動を位置付けた。
その際,「高齢者が…」「子どもが…」「妊婦が…」「外国人が…」「目の不自由な人が…」「車椅子の人が…」など,私たちが生
活するまちにはいろいろな人がいる,いろいろな不便が存在しているということに気付くことができた。その上で,「『○ふだんの
○く らしの○しあわせ』についてみんなで考え,みんなで行動することを『ふくし（福祉）』という」理念を共有し,本学年では「高齢
者」から「障がい者」に対象を移し,「障がいのある人々と共に生きよう」をテーマに学習をスタートさせている。 
・現在は,初めの単元である「視覚障がいのある人々と共に生きよう」で学習を進めている最中であり,市社協の出前授業「視覚
障がい者体験」を受講し終えたところである。意見交流の様子や感想を見てみると,「点字や白杖,盲導犬（を使う人）は見たこと
はあるけど…」「まだ知らないことが多くて…」「当事者によって介助の在り方が異なるのであれば,どう関わるのがいいのか
…」と,行動力の高まりに弱さが見られる。 
認識・自己啓発させたい意識 

②憶測・偏見,④傍観・黙認 

 
 
本時のねらい（＋高めたい人権の指導内容・高めたい力） 
・市社協の出前授業の終末時に,具体物を複数提示していただきながら,身の回りには「ユニバーサルデザイン（以下,ＵＤ）」や
「バリアフリー」が数多く存在していることを教えていただき,ＵＤやバリアフリーの有用性に気づくことができた。そこで,本時で
は,「ＵＤやバリアフリーがあれば,介助はなくてもよいのではないか」と問い,ＵＤやバリアフリーの普及の不完全さと,それらと対
話の共存が共生には不可欠であることに気づかせ,実際に当事者に出会ったら「自分（たち）にはどんなことができるのか」「そ
れらの知識や行動は正しいのか」「よりよい方法はあるのか」を考えさせ,行動力を高めていきたい。 

 
 
３つの力を高める指導の工夫について 
・認識力では,「気付く」の場面で,２つの場面カードを提示することで,身の回りには依存として「無関心」な人が一定数いること,Ｕ
Ｄやバリアフリーが施されていても,「みんな」に当事者が該当していない場面があること,ＵＤやバリアフリーが施されていない
場所があることに気付かせる。 
・自己啓発力では,「考える」の場面で,相手意識が弱い場合は,「自分（たち）がそのようにされたらどう感じるか」「相手はどう感
じるか」「その知識や行動は正しいか」と問い,相手の立場になってよりよい方法を練り上げられるようにする。必要な場合は,介
助には責任が伴うことを伝える。一つの考えで終わっている場合は,「よりよい方法は考えられないか」と問うたり,必要であれば
同じカードを選んだ人とのマッチングをして途中段階での交流を促したりする。また,「行動化につなぐ」の場面で,「相手に障が
いがあるから行動するのか」と問い,相手や場面によって言動が異なっていなかったかを想起させ,これからの自分にできること
を考えさせる。 
・行動力では,「考える」「見つめ直す」の場面で,自己完結している場合は,「周りの人と協力するとどんなことがさらにできるか」
と問い,他者と協働的に解決に当たる方法やよさも考えさせる。他者（例：近くの人,先生など）を呼び寄せて解決を委ねる場合
は,「周りに誰もいなかったらどんなことができるか」と問い,自力解決の方法を考えさせたり,勇気と覚悟をもって行動するよさを
伝えたりする。対話力が不十分な場合は,「これまでの学習を思い出そう」と既習の内容を想起させ,声をかける位置や丁寧な言
葉遣い,相手から困り感を聞き出すなど,対話をすることでスムーズに解決に向かうことを実感させる。また,「見つめ直す」「行動
化につなぐ」の場面で,よさを認め合ったり,改善点を伝え合ったりすることで,自信や自己肯定感,実際の場に遭遇したときの勇
気と覚悟の湧出につながるようにする。また,他者（同じカード・違うカード）とロールプレイングすることで,新たな気付きや学び
を得て,今後の自分の行動に生かせるようにする。 

 
 
事後指導・事後の見届け・事後の活動について 
・「視覚障がい」の単元終了後は,「肢体不自由」「１０歳の集い」の単元へと移っていく。対象の障がい種が変わっても,対象が家
族を中心とする自分に関わる人たちに変わっても,「ふくし（福祉）」の視点で共生の在り方について考えられるような手立てを
講じていく。 
・今後,総合的な学習の時間だけでなく,他教科でも多数の出前授業があり,社会科の学習の一環で校外にも出る。また,縦割り活
動以外にも他の学年との交流も増えてくる。既知の相手もいれば初見の相手もいる。相手の性別や年齢,障がいの有無,国籍や
言語の違いなどに関わらず,どんな相手でもこれまでの学びを生かしながら主体的・対話的で深い学びができているか,協働
的な学びができているか見届けていく。 

 
 
 
 



○本時の展開 

過程 学習活動 ◇教師の働きかけ・発問 指導上の留意点／評価 
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１.前時までの学習をふり返る。 
 ・「ＵD」  年齢,性別,能力,障がいの有無,文化,言語,国籍に関わらず,できる 

だけ多くの人が利用しやすいように設計されたデザインのこと。 
・「製品」 例：点字でお酒の表記がある缶,カスタネット型のはさみ,シャンプーの

ボトルについている凸凹など 
・「建物」 例：自動ドア,多目的トイレ,エレベーターなど 

 ・「まち」  例：多言語表記,音の鳴る信号機,スロープなど 
 
２．ＵＤやバリアフリーは,「みんな」のしあわせにつながっているか考える。 
◇「ＵＤやバリアフリーがあれば,介助はなくてもよいのではないだろうか。」 
 ・ピクトグラム（案内記号）は,視覚障がいの人はそもそも見えない。 
 ・自宅（周辺）にはなかった（あまりなかった）。 
 ・介助があった方が,より安心して生活できると思う。 
 
 
 
 
３．２つの場面カードを提示し,自分が選択した場面について,自分（たち）にで
きることを考え,実際にロールプレイングする。 

◇「２つの場面カードから１つ選び,視覚障がいの人は,どんなことに困っている
（これから困る）か予想し,自分（たち）にできることを考えよう。」 

 
◇【予想】と【自分（たち）にできること】を表に整理する。 

①白カード            ②赤カード 
 
 
 
 
 
【予想】 

 
 
 
 
 
 
 
【自分（たち）にできること】 

 
 
 
 
 
 
 
◇「同じカードの人どうしで,ロールプレイングしてみよう。また,感じたことを伝
え合おう。」（※自分の選択したカードの色を,赤白帽子で示させる。） 
◇「違うカードの人どうしで,ロールプレイングしてみよう。また,感じたことを伝
え合おう。」 

 ・ …していたのがよかった。  ・ …した方がもっとよくなると思う。 など 
 
４.本時のふり返りをする。 
◇「ふくし（福祉）」のために,ＵＤやバリアフリー以外に,自分（たち）にできるこ
とを考えました。その上で,「大切だな」「こんな自分になりたいな」と考えたこ
とを書きましょう。また,班の人と今日のふり返りを交流しましょう。」 

 ・身の周りにＵＤやバリアフリーがあっても,当事者の便利や幸せにつながって
いないものもあることが分かったから,相手の立場になって考えたり,相手に
困っていることはないか聞いたりして行動していくことが大切だ。 

 ・もっと周りを見て生活し,いろいろなことに気付けるようになりたい。 
 ・障がいの有無に関わらず,困っている人がいたら声をかけたり手助けしたり
できるようになりたい。   など 

 

 

どんな人も幸せに生きることができるようにするにはどうしたらよいか，自分
（たち）にできることを考えよう。 

認識力を高める手立て 
 「気付く」の場面で，２つの場面カードを
提示することで，身の回りには依然として
「無関心」な人が一定数いること，ＵＤやバ
リアフリーが施されていても，「みんな」に
当事者が該当していない場面があること
などに気付かせる。 

自己啓発力を高める手立て① 
「考える」の場面で， 
・相手意識が弱い場合は，「自分（たち）
がそのようにされたらどう感じるか」「相
手はどう感じるか」「その知識や行動は
正しいか」と問い，相手の立場になって
よりよい方法を練り上げられるようにす
る。また，必要な場合は，介助には責任
が伴うことを伝える。 
・一つの考えで終わっている場合は，「よ
りよい方法は考えられないか」と問うた
り，必要であれば同じカードを選んだ人
とのマッチングをして途中段階での交
流を促したりする。 

行動力を高める手立て① 
「考える」「見つめ直す」の場面で， 
・自己完結の場合は，「周りの人と協力す
るとどんなことがさらにできるか」と問
い，他者と協働的に解決に当たる方法
やよさも考えさせる。 
・他者（例：近くの人，先生など）を呼び寄
せて解決を委ねる場合は，「周りに誰も
いなかったらどんなことができるか」と
問い，自力解決の方法を考えさせたり，
勇気と覚悟をもって行動するよさを伝え
たりする。 
・対話力が不十分な場合は，「これまでの
学習を思い出そう」と既習の内容を想
起させ，声をかける位置や丁寧な言葉
遣い，相手から困り感を聞き出すなど，
対話をすることでスムーズに解決に向
かうことを実感させる。 

評価 
ＵＤやバリアフリーに頼るのは「ふくし
（福祉）」ではなく，他者との共生のため
には，相手の立場になって考えることや対
話することが大切であると考えている。 

（発言・ワークシート） 

・これまでに学習したことを生かして，勇気と覚悟をもって行動に移す。 

・自転車にぶつかる前に自転車を他の場所に移動させる。 

・「何かお困りですか？」などと声をかける。 

・近くにいる人や病院で働く人などに声をかけて複数で解決を図る。 

・その場で役割を分担して解決を図る。   など 

行動力を高める手立て② 
「見つめ直す」「行動化につなぐ」の場面
で， 
・よさを認め合ったり，改善点を伝え合っ
たりすることで，自信や自己肯定感，実
際の場に遭遇したときの勇気と覚悟の
湧出につながるようにする。 
・他者（同じカード・違うカード）とロール
プレイングすることで，新たな気付きや
学びを得て，今後の自分の行動に生か
せるようにする。 

・目の前の障がい物に気付いて
いない。 
・自転車にぶつかる。 
・ ぶ つ か っ て怪我を する 。      
など 

・行きたい場所が見つけられな
い。 
・目的地と違うところに着く。 
・SOS を出しているから困ってい
る。 
・何に困っているか分からな
い・・・。など 

自己啓発力を高める手立て② 
「行動化につなぐ」場面で，「相手に障が
いがあるから行動するのか」と問い，相手
や場面によって言動が異なっていなかっ
たかを想起させ，これからの自分にできる
ことを考えさせる。 


